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総合教育センターの新規長期研修として

「 」小学校英語活動及びイマージョン教育研修

が新年度から本格的に開始されます。平成１

「 」４年３月策定の 県立高等学校編成整備計画

で、国際分野の高校として「沖縄インターナ

ショナル中等教育学校（仮称 」の設置計画）

が明記され、平成１９年度以降の計画として

中部の既存高等学校を再編成することでイマ

ージョン教育の実施を検討していることなど

が背景にあります。

イマージョン教育を実施するにあたり、英

語科はもとより数学科、理科、社会科などの

各教科を英語を通して授業展開できる教員が

少ないのが実状です 「小学校英語活動及び。

イマージョン教育研修」では、中学校・高等

学校におけるイマージョン教育として、小学

校では部分イマージョン教育を実践できる教

員養成を主なねらいとしています。

以下、各研修の主な内容を紹介します。

【小学校英語活動研修：小学校教諭対象、６
か月間、前期６名＋後期６名予定】

①英語運用能力向上の研修

②英語活動等の指導方法の研修

③ 活用の指導方法の研修IT
④小学校英語における部分イマージョン教

育の指導研修

【イマージョン教育研修：中学校・高校教諭
等対象、１年間、 名予定】10
①英語運用能力向上及びイマージョン教育

方法の研修

②教材・教具開発の研修

③ 活用の指導方法の研修IT
④県内外国人学校実地研修

「 （ 」とは・・・・・・イマージョン教育 Immersion Education）
外国語習得の一教授法で、どっぷりと外国語に浸かりながら展開される指導法。例えば
英語を用いて数学の授業を実施すること等。 年代にカナダで開発され、アメリカで1960
発展した指導法だが、日本では群馬県立中央中等学校やスーパー・イングリッシュ・ラ
ンゲージハイスクールなどで、かなり取り入れられている。
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通常学級にいる子どもの障害に早い段階での気づきを！！
－「特別支援教育講演会」のアンケート結果から－

去る２月 日 「軽度発達障害の理解と支援についてー保健医療の立場からー」と題して21 、

当総合教育センター主催「特別支援教育講演会」が開催されました。遠く宮古、八重山から

の参加もあり、幼稚園、小・中・高校、盲・聾・養護学校のそれぞれの教諭、教育事務所、

各市町村教育委員会から、合計 名の参加がありました。343
山口県立大学看護学部林隆教授（講師）による軽度発達障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自

閉症等）の認知特性等についての説明は，通常学級に在籍する軽度発達障害の子どもたちへ

の理解を深めることができ，具体的支援についての話は，とても参考になりました。参加者

からは「学校全員に聞かせたい」等の感想が寄せられました。

以下に参加者へのアンケート結果の一部を紹介しますが、数字はすべて実回答数を表して

います。なお、回答数は でした。207

回答数
特別な支援が必要な児童生徒のうち、軽度発達障害と

いる いない 無回答思われる子どもがいるか

143 40 24

回答数
「特殊教育から特別支援教育」への理解の程度

講演前 講演後

26 100ａ 新しい制度の内容をほぼ理解している

110 95ｂ 大まかな内容は理解している

65 8ｃ 聞いたことはあるが、内容は余り知らない

5 4ｄ 聞いたこともなくどのように変わっていくか知らない

回答数
軽度発達障害の子どもの理解の程度

講演前 講演後

69 115ａ 知っている

122 85ｂ 概要程度なら知っている

16 3ｃ どんな状態の子どもなのか余り知らない

0 4ｄ 聞いたこともなくどんな状態の子どもなのか予想もつかない

特殊教育から特別支援教育への理解の程度で 「内容をほぼ理解している 「大まかな内， 」

容を理解している」を合わせると、講演後は ％も増え 「軽度発達障害の子ども」につい26 ，

ての理解の程度では 「 知っている」が ％も増えている。医療の専門的な面からの話を， 23
聞くことにより、軽度発達障害児童生徒への理解が一段と深まり、今後、日々の教育実践に

大いに役立てていくことが期待されます。

当総合教育センター特殊教育課で行っている障害児教育相談での「軽度発達障害」につい

ての相談件数は、 年 月末で 件中 件あり、知的障害の相談件数を抜いて、一番16 12 152 55
多くなっています。しかも、ほとんど小・中・高校に在籍する児童生徒の保護者や担任から

の相談です。

一人一人の教育的ニーズを把握して、その持てる力を高める特別支援教育の推進のために

、 、 、 、 「 」は 医療 福祉等との連携 情報の共有が大切になりますが 今回の 特別支援教育講演会

がその契機の一つになることを期待します。



報告「不登校を考えるシンポジウム」
教育相談研究室

平成 年 月 日、当センターで沖縄16 11 13
県適応指導教室連絡協議会主催の不登校を考

えるシンポジウム「互いに支え合う関係をめ

ざして」が開催されました。２百余名の参加

者があり、好評のうちに終えました。

コーディネーターには「てるしの （沖縄」

県適応指導教室）のスーパーバイザーで琉球

大学の平田幹夫先生が就き 照屋友理さん 体、 （

験者 現中学校講師 、喜久山由子さん（保）

護者 、中山美都子さん（適応指導教室担当）

者 、知念ひろみさん（養護教諭 、稲葉律） ）

子さん（カウンセラー）がそれぞれの立場か

ら提言を述べました。

照屋さんは「不登校で良かった。自分にと

って無くてはならない大切な経験であり、保

」 、護者の皆さんも長い目で見守って下さい と

喜久山さんは３人の子どもの 年に及ぶ不12
登校を通して「長かったが、辛いことばかり

でなく、楽しいことも沢山ありました。絆も

深まり何でも話せる親子になりました。子供

たちに感謝しています」と、中山さんは「子

供は自分が大切にされていると実感すると、

少し強くなれます。適応指導教室は、そのお

手伝い・支援であって、生きていくのは本人

や家族です」と、稲葉さんは「不登校の子の

目標を単純に学校復帰におくのではなく、学

校に行かないことを通して、それぞれの内的

課題に取り組んでいるのだと考えて、支援を

していきたい」と、知念さんは「保健室は子

、“ 、供のサインが多く出される場 治そうとせず

わかろうとせよ”の姿勢でサインをキャッチ

してあげたい」等との提言でした。不登校経

験者によるミニコンサートもあり 「不登校、

であった子供がそれぞれの道をしっかり歩い

ている。自分の子供が今不登校だといって悪

くとらえることはやめよう。心配する必要は

ない」などの感想が聞かれました。

最後に平田先生が「幼稚園児からの支援の

必要性、笑いのある家庭や学校や適応指導教

室作り、将来の社会復帰を目指しみんなで支

えていくことの大切さ、最近は高校生の不登

」 。校が課題になっている とまとめられました



学校現場への提言、盛りだくさん！！
－平成16年度総合教育センター研究発表会！－

平成 年２月 日「平成 年度沖縄県17 14 16
立総合教育センター研究発表会」が開催され

ました。

この発表会は、当センターが本県教育の今

日的課題の解決に向け、所員の総力を結集し

て進めている調査研究事業の一環として開催

されたもので 「プロジェクト（所内共同）、

研究 、各課の課題解決を目指す「課内共同」

研究 、各主事の「個人研究または協力員共」

同研究」の３本で取り組んできたものです。

今回の発表会には、玉城昭子県教育委員長

及び伊元正一県教育委員をはじめ、現場の校

長、教頭、教職員、各市町村の教育委員会や

教育研究所の主事の参加をいただきました。

研究発表全体会風景

プロジェクト研究は「平成 年度児童生16
徒の学習に関する基本調査」で、平成 年10
度に同趣旨で取り組んだ調査研究を基に、こ

の間の教育環境の変化、特に新学習指導要領

の施行や学校完全週五日制への移行の中、児

童生徒の学習実態がどうなっているかをまと

めました。調査対象としては、地区や学校規

模、校種等前回の調査を踏まえ、小学５年か

ら高校３年までの児童生徒及び関係教職員を

県内を網羅する形でピックアップしました。

調査報告では、不変なこと、明らかに変化し

ていることいろいろある中から、大胆に学校

現場へ提言したつもりです。特に「学習意欲

と習慣」に関して 「 中だるみ防止 の視点、 " "
を踏まえた 入り口指導 の充実を」と述べま" "
した。

その他、当センターの６課（教科、教育経

営、理科、ＩＴ、特殊、産業）の研究もあり

ました。玉城教育委員長からの質疑や助言等

も出るなど、有意義な発表会となりました。

主事による個人研究としては、 本の研38
究がありました。それぞれの教科や専門的分

野の今日的課題を模索する中、学校現場との

連携を目指して現場教諭を研究協力員に委嘱

し、協力して研究が進められる形式をとりま

した。発表は、全ての研究を参観者に触れて

もらえるよう、ポスターセッションの形式を

取りました。

ポスターセッション風景

各主事の積極的な取り組みと、参観者の熱

心な参加によって、盛会裏に発表会を終える

ことができました。ご参加いただきました先

生方、本当にありがとうございました。発表

報告書につきましては、後日、当センター

（ ）Web Pageに掲載する予定 ３月中旬をめど

です。今回の各報告が、現場での参考資料と

して有効活用されることを願っています。





「学校教育支援室」の改善に向けて

県立総合教育センターでは、平成15年度よ

り学校教育支援室（情報処理教育棟１階）を

設置し、先生方、父母・地域の方々に学校教

育に関する資料の提供や、授業実践について

の支援を行ってきました。

支援室には、学習指導要領・学習指導案、

各研究発表大会の資料、教科や各領域に関す

る文献資料、へき地教育に関する授業実践ビ

デオやＬネットからの録画ビデオを揃えてお

、 。り 学校教育に関する調査・研究ができます

また、校内研修の進め方や教材の研究・開

発などを進めることもできます。本年度も、

各学校の先生方が授業実践についての研修会

やグループ研修会を開き、大いに活用されま

した。

、 、 、しかし これまでに 学校の先生方からは

次のような要望や課題があげられました。

① 各教科や「総合的な学習」等、授業実

践に役立つ参考資料が少ない。

②「学校教育支援室」の活用方法が各学校

に周知されていない。

③ 来所相談したいが学校の仕事が忙しく

て平日は行くことができない。

以上のことを踏まえて、今後当支援室の運

営方法等を検討し室内の資料の充実を図って

いきたいと考えています。

＊研究資料や進路関係、ＰＴＡ関係の資料の収集については

各学校の協力が必要になりますので、依頼があった場合はよ

ろしくお願いします。

電話やファックス、又はメール等で率直なご意見ご感想を

お聞かせください。

【連絡先】

電話番号：098-９３３-７５９５

ＦＡＸ ：098-９３３-３２３３

n-shien@edu-c.open.ed.jpメール：

平成16年度より新システム導入
研究室の新たなシステムを紹介します

光で距離を測る

今日の技術の進展はめざましく、平成10

年に整備された産業教育課の備品は既に時

代に取り残されつつある。本課は、高校テ

クノセンターとして位置づけられ、常に先

端技術を追いかける必要性があり、平成１

６年度から第二次設備整備計画を策定して

設備の新規導入を推進している。通信・制

御研究室には、電子測量システムが導入さ

れた。同システムの大きな特徴は、ノンプ

リズムトータルステーションと呼ばれる機

器で、距離を測定する際に、対象物にレー

ザー光を照射し、それが返ってくるまでの

時間を利用して計測を行うことができる。

さらに、水平角方向と垂直方向の回転角も

同時に測定できるため、ノート型パソコン

と組み合わせることにより、平面図の作成

も可能である。この機能は電子平板と呼ば

れ、教育現場で最も注目されている技術で

あり、今後の活用が期待できる。



～平成１６年度 おもしろ科学教室～

１２月５日９時。おもしろ科学教室の準備をし

ていると、小学校１年生ぐらいの女の子がおじい

ちゃんに連れられて？おじいちゃんが女の子に連

れられて？会場にやってきた。

「受付は９時半からですよ 」。

「 、 （ ） 、もう これが 女の子を指さして 早く行こう

行こうってきかんから・・・・ 」。

「そうですか。じゃあ、受付始まるまでこれをみ

て、どこから回るか考えてね 」。

と、女の子に実施要項を渡す。

９時半。受付が始まる。会場の入り口から中を

のぞきこむ子どもたちの声が聞こえる。

「えーっ、ホバークラフトがあるぜ 」。

「おれ、スライムからいく！！」

今にも走り出さないか、という感じである。

伊良部島での朝のひとコマ 「理科離れ」なん。

て言葉は、ここにはないような気がする。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

おもしろ科学

教室は「自然や

身近におこる不

思議な現象、疑

問に思ったこと

などを観察・実

験、製作などを

通して謎解きを

し、科学のおも

しろさや楽しさを体験する」ことを目的に、本セ

ンターの他に国頭、中頭、島尻、離島の計５箇所

で実施しています。今年度は、本部町、勝連町、

具志頭村、伊良部町で実施しました。参加した児

、 、 、 、童 生徒 保護者の数は約1,200人を超え 毎回

にぎやかな教室となっています。

内容は各担当主事の専門を生かした実験、もの

づくりなどで、１８コーナーほどあり、参加者が

、 。いろいろな体験ができるよう 用意されています

「 、どの会場でも参加者からは いろいろなもので

いろんなものがつくれて、みんなで楽しくあそべ

てよかったなぁと思った。いろいろ体験してとっ

ても楽しかった 「子どもたちにとって夢のある」

作品がつくれる！！と思いました 「家族で楽し」

いひとときを過ごすことができてよかったです」

など、実験やものづくりのおもしろさだけではな

く、家族で一緒に科学を体験することの楽しさな

ども聞かれました。

ボランティアとして協力してくださる先生方、

教育委員会の方々、中学生、高校生の数も100人

を超え、おもしろ科学教室をより充実したものに

しています。

未来のノーベル科学賞受賞者がこのおもしろ科

学教室を体験した子どもたちの中から出ることを

期待して、充実した『教室』になるよう、次年度

も頑張っていきたいと思います。



ヤンバルの森からヤンバルの森から

今回はヤンバルの森の生物学的な特性を紹介し

ます。自然度の高さを表す指標の一つに、そこに

住む生物の種数、つまり「種の多様度」がありま

す。表１に各生物群の日本全土の種数と沖縄島の

種数との比較を示してみました。

：沖縄島の面多様な種をはぐくむヤンバルの森

積は日本全土の面積の約 ％で、ヤンバルはそ0.3
の三分の一の約 ％にも満たない面積です。し0.1
かし表でみてもわかるように最も少ないほ乳類で

も日本全土の ％、アリに至っては ％も12.2 42.2
います。更に固有種の占める割合が高いのも大き

な特徴で、カエルの仲間では日本全土で 種が39
生息しますが、沖縄島には 種（ ％ 、その10 25.5 ）

内ナミエガエル、ホルストガエル、ハナサキガエ

ルは沖縄島北部（やんばる）のみに、またイシカ

ワガエル、オキナワアオガエルなどは隣接する奄

美と沖縄島の固有種です。国土の ％を占める22
北海道（カエルは３種、固有種１が生息）と比較

すると「種の多様性」の高さがわかります。

：カエル以外にもケナガヤンバルだけの固有種

ネズミやオキナワトゲネズミ（ほ乳類 、ノグチ）

ゲラやヤンバルクイナ（鳥類 、リュウキュウヤ）

マガメ（は虫類 、イボイモリ（両生類 、ヤンバ） ）

ルテナガコガネ（昆虫）と実に多くの固有種が生

息しています。これらの種の中には近縁種が遠く

中国大陸東部やヒマラヤの山岳地帯にか生息しな

い種も多く見られ、生物の進化の過程を検証する

上でも、東アジアの地史（成立過程）を知る上で

も重要な種が多くふくまれています。そのような

意味からも「ヤンバルの森」は世界自然遺産に登

録されてもおかしくない貴重な自然の宝庫だとい

えるのです。

：これらの種は殆どがヤンバル目に見えぬ危機

の森林渓流を主な生息場所としています。つまり

国土の ％にしかすぎない「ヤンバルの森」が0.1
なくなれば、学術的にも貴重なこれらの固有種の

大半が地球上から姿を消す（絶滅）事になるので

す。幸い大規模な森林伐採は一時に比べるとかな

り減ってきました。しかし、近年ヤンバルの森で

はマングースや野ネコ・野犬などによる「貴重な

固有種」たちへの影響が問題になっています。林

道開設や下草刈りは森林の乾燥化を引き起こし、

マングースの森林への侵入を助長し、心ない飼い

主に捨てられたネコや犬は生き延びるために、こ

れらの小動物を餌にします。このままでは森林は

残ったが「守るべき貴重な種」は消えてしまった

ということが起こり得るのです。

表１ 日本全土の生物種数と沖縄島の生物種数・割合

日本全土 沖縄島（ヤンバル）

生物群 の種数 種数 ％ 固有種

3900 1100 28.0 17高等植物

106 13 12.2 1ほ乳類

523 174 38 33.2 2鳥類 ( )
39 10 25.6 3カエル

204 47 23.0 3トンボ

37 10 27.0 2セミ

237 53 22.4 3チョウ

248 105 42.3 23アリ

( )面積 ㎢（ ） 378000 1185 0.3 0.1
出典：平良克之・伊藤嘉昭 「沖縄やんばる亜熱帯の1997

森」高文研 より一部改変

図１ ヤンバルクイナ（沖縄島固有種、国指定天然記念物）

図２ リュウキュウヤマガメ（沖縄島固有種、国指定天然記念物）

（生物研究室 安座間 安史）



確かな学力の定着のためのＩＴの効果的な活用

～平成１６年度 ＩＴ教育センターにおける開発教材の紹介～

ＩＴはハードウェア、ソフトウェアの整備が進み「利活用（ユースウェア 」の時代に突入したと言）

われます。ＩＴ教育センターでは、各教科の授業で活用できる教材の開発を３カ年計画で進めてきまし

。 、 （ 、 、 ）、 （ 、 ）、 （ 、 、 、た 今年度は 小学校 国語 算数 英語活動 中学校 国語 英語 高等学校 国語 英語 家庭

音楽、情報 、養護学校（知的障害）の教材を開発しました。開発した教材はすべてＩＴ教育センター）

の「教育情報教育システム（http://www.open.ed.jp/ 」より利用できます。）

ここでは、今年度開発した教材の一部を紹介します。

～小学校英語活動教材～

小学校で「英語を楽しみ 「意欲を育てる英語」

活動」が行えるような教材。

～中学校英語 県立高校入試問題～

平成12～16年度の入試問題の学習教材。

：その他本年度開発した教材として、小学校達成度【その他の教材】

テスト国語教材、中学校国語古典文学教材、高等学校英語教材、高

校家庭科沖縄郷土教材、高等学校教科情報学習教材などがある。

～音楽（小・中・高共通）リズム問題～

音符の種類や長さを理解し、リズムを読み取る

力を育てる教材。

～高校国語 大学入試センター問題～

。大学入試センター試験の2004年度の問題教材

○詳しくはＩＴ教育センターの「教育情報共有システム」

http ://www.open .ed. jp/でご覧になれます。


